
　

平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、

震
度
６
強
の
激
し
く
強
い
揺
れ
が
大
田
原

市
を
襲
い
ま
し
た
。
揺
れ
が
収
ま
り
、
外

に
出
る
と
、
周
り
の
景
色
は
一
変
。
市
役

所
本
庁
舎
を
始
め
、
市
内
各
地
で
、
建
物

や
塀
が
倒
壊
し
、
道
路
の
亀
裂
や
断
水
な

ど
、
想
像
も
つ
か
な
い
事
態
が
次
々
と
発

生
し
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
地
震
発
生
直
後
に
は
、
電
気
や
携

帯
電
話
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
突
如
寸

断
さ
れ
、
今
ま
で
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て

い
た
生
活
が
一
瞬
に
し
て
奪
わ
れ
る
と
い

う
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。
あ
の
激
し
い

揺
れ
と
そ
れ
に
続
く
余
震
。
こ
の
先
ど
う

な
る
の
か
と
い
っ
た
不
安
感
は
、
決
し
て

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
よ
り
、
放
射
性
物
質
が
飛

散
し
、
私
た
ち
の
生
活
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
地
震
発
生
後
の
市
内
の
様
子
を
写

真
で
振
り
返
り
ま
す
。

　

平
成
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後
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、
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度
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強
の
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し
く
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揺
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が
大
田
原

市
を
襲
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ま
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た
。
揺
れ
が
収
ま
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、
外

に
出
る
と
、
周
り
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。
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携
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な
る
の
か
と
い
っ
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不
安
感
は
、
決
し
て

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
よ
り
、
放
射
性
物
質
が
飛

散
し
、
私
た
ち
の
生
活
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
地
震
発
生
後
の
市
内
の
様
子
を
写

真
で
振
り
返
り
ま
す
。

忘
れ
て
は
い
け
な
い

　
　
　

    

東
日
本
大
震
災
の
記
憶

忘
れ
て
は
い
け
な
い

　
　
　

    

東
日
本
大
震
災
の
記
憶

災害は突然
　　起こります
災害は突然
　　起こります

②②

①①

③③④④⑤⑤

⑥⑥⑧⑧ ⑦⑦
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震
災
か
ら
１
年
が
経
過
し
、
自
分
た
ち

の
日
常
を
取
り
戻
す
と
、
震
災
の
記
憶
や

教
訓
が
薄
れ
が
ち
で
す
。

　

災
害
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
機
会
に
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た

め
、
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
防
災

に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日ごろから災害に備えましょう !!日ごろから災害に備えましょう !!

｢非常持出品｣とは？

｢非常備蓄品｣とは？

　災害に備える非常用品は、緊急避難のときに持って逃げる｢非常持出品｣と災害
後の生活をささえる｢非常備蓄品｣に分けて備えましょう。
｢非常持出品｣とは？
　緊急避難のときに持って逃げるものをいいます。すぐに取り出せる場所に保管
しましょう。
｢非常備蓄品｣とは？
　災害復旧までの数日間を自活するためのものをいいます。最低でも３日分を用
意しましょう。

①
〜
② 

地
震
発
生
直
後
の
市
役
所
本
庁
舎
前

 　

ガ
ラ
ス
が
飛
び
散
り
、 

建
物
内
か
ら
市
民
や
職
員
が
緊
急
避
難

③
〜
④ 

市
役
所
本
庁
舎
内
部　

棚
が
倒
れ
書
類
が
散
乱
、
壁
も
剥
が
れ
落
ち
る

⑤ 

道
路
へ
石
塀
が
倒
壊

⑥ 

佐
久
山
地
内
の
私
道
で
起
こ
っ
た
地
割
れ

⑦ 

日
本
赤
十
字
社
大
田
原
病
院　

停
電
や
建
物
損
壊
で
屋
外
へ
一
時
緊
急
避
難

⑧ 

黒
羽
城
跡
公
園
内
の
土
砂
崩
れ

⑨ 

江
東
区
や
井
原
市
な
ど
か
ら
届
け
ら
れ
た
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
の
救
援
物
資

⑩ 

避
難
所
で
の
食
事
提
供(

湯
津
上
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー)

⑪ 

災
害
ガ
レ
キ
集
積
場
に
運
び
込
ま
れ
た
大
量
の
ガ
レ
キ(

桧
木
沢)

⑫ 

保
護
者
も
協
力
し
て
行
わ
れ
た
羽
田
小
学
校
で
の
表
土
除
去
作
業

※

写
真
の
被
災
現
場
の
ほ
と
ん
ど
は
現
在
ま
で
に
修
繕
が
完
了
し
て
い
ま
す
。　

東日本大震災
市内の被害状況

○負傷者

○住宅被害

　全　壊

　半　壊

　一部損壊

○避難勧告世帯

　（平成 24年２月 10 日現在）

２名

６世帯

116 世帯

2387 世帯

7世帯

防
災
を
考
え
る

防
災
を
考
え
る

防
災
を
考
え
る

※写真撮影日  　        2011年３月11日
３月16日
 ３月18日
 ３月19日
 ３月29日
 10月23日

①～⑦
⑧
⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫

〃
〃
〃
〃

〃

⑩⑩

⑫⑫

⑨⑨⑪⑪

□食品
　缶詰やレトルト食品、ドライフー
　ズなどそのまま食べられるものや、
　簡単な調理で食べられるものを準
　備。チョコレートやあめ、梅干し
　なども。
□水
　飲料水は大人１人当たり、１日３
　リットルが目安。ペットボトルの
　ほか、ポリ容器に水をためておく
　と便利。
□燃料
　卓上コンロや固形燃料、予備のガ
　スボンベなど。
□その他
　毛布、寝袋、洗顔用具、ラップ、 食
　器類、使い捨てカイロ、ロープ、
　スコップなどの工具、マスク、ト
　イレットペーパー、予備のメガネ、
　ドライシャンプーなど。

□貴重品
　現金、預・貯金通帳、印鑑、健康保険証など。
□救急医薬品
　傷薬、ばんそうこう、解熱剤、風邪薬、胃
　腸薬、目薬など、常備薬があれば忘れずに。
□非常食・水
　乾パンや缶詰など、火を通さずに食べられ
　るもの。水はペットボトル入りが便利。乳
　幼児がいる場合は、粉ミルクも忘れずに。
□携帯ラジオ
　小型で軽く、ＡＭとＦＭの両方が聴けるも
　のがよい。予備の電池は多めに。
□懐中電灯
　できれば１人に一つ用意。予備の電池と電
　球も忘れずに。最近では、手動発電型もあり。
□その他
　ヘルメット(防災ずきん)、上着、下着、タ
　オル、軍手、紙の食器、ライター、缶切り、
　ビニール袋、ティッシュ、生理用品、紙お
　むつ、ほ乳びんなど。

非常備蓄品 非常持出品
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①
集
合
場
所
・
一
時
避
難
所
を
確
認

（
避
難
経
路
も
合
わ
せ
て
２
ル
ー
ト
ぐ
ら

　

い
確
認
）

※
市
内
の
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、
大
田

　

原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

②
ど
こ
に
避
難
し
た
か
を
書
い
て
お
く

・
家
の
ど
こ
に
貼
っ
て
お
く
か
も
確
認

・
ガ
ム
テ
ー
プ
の
上
に
油
性
フ
ェ
ル
ト
ペ

　

ン
で
書
く
と
便
利

③
連
絡
の
中
継
点
と
な
る
遠
方
の
親
戚
・

　
知
人
を
決
め
て
お
く

　

そ
の
ほ
か
、
携
帯
電
話
が
無
く
て
も
困

ら
な
い
よ
う
家
族
や
友
人
、
連
絡
の
取
り

次
ぎ
を
し
て
く
れ
る
人
の
連
絡
先
を
書
い

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
公
衆
電
話

　

10
円
や
百
円
硬
貨
を
準
備
し
て
お
く
。

▽
携
帯
電
話

　

通
話
よ
り
も
メ
ー
ル
が
有
効
。
充
電
器

　

な
ど
を
常
備
し
て
お
く
。

▽
パ
ソ
コ
ン

　

メ
ー
ル
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
が
有
効
。
ネ
ッ

　

ト
環
境
と
電
源
が
必
要
。
ス
マ
ー
ト
フ

　

ォ
ン
な
ら
す
ぐ
に
使
用
で
き
る
。

　
▽
使
用
方
法　

１
７
１
を
ダ
イ
ヤ
ル

▽
登
録
可
能
番
号

　

被
災
地
域
の
市
外
局
番
か
ら
始
ま
る
電

　

話
番
号
に
限
ら
れ
る

▽
保
存
時
間
　
48
時
間

▽
録
音
時
間　

30
秒

▽
伝
言
板

　

各
携
帯
電
話
会
社
の
メ
ニ
ュ
ー
の
災
害

　

用
伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
や
パ
ソ
コ
ン
で
災

　

害
用
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
伝
言
板
も
あ
る

　

た
め
、
自
分
た
ち
に
適
し
た
連
絡
方
法

　

を
日
ご
ろ
か
ら
考
え
、
確
認
す
る
よ
う

　

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
道
路

の
寸
断
や
消
防
力
の
分
散
な
ど
に
よ
り
行

政
機
関
に
よ
る
防
災
活
動
が
著
し
く
低
下

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
、

地
域
住
民
に
よ
る
防
災
活
動
が
被
害
の
防

止
お
よ
び
軽
減
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。

　
　

　

地
域
住
民
な
ど
で
助
け
合
う
自
主
防
災

組
織
に
参
加
し
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
防
災
に
つ
い
て
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　　

地
域
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
に
は
、
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

《赤
堀
西
自
主
防
災
会
に
よ
る
防
災
訓
練
》

　　

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
で
安
心
な
生
活

を
送
る
た
め
の
参
考
と
し
て
、
市
で
は
防

犯
・
防
災
の
情
報
を
｢大
田
原
市
安
全
安

心
メ
ー
ル
｣と
し
て
配
信
し
て
い
ま
す
。

●
情
報
を
受
信
す
る
に
は
？

　

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の

　

パ
ソ
コ
ン
か
ら
、

　
　

　　

こ
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
て
に
空
メ
ー

　

ル
を
送
れ
ば
自
動
登
録
さ
れ
ま
す
。

　

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
携
帯
電
話
の
バ

　

ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
読
み
取
れ
ば
、

　

さ
ら
に
簡
単
に
登
録
可
能
。

 

●
ど
ん
な
情
報
が
わ
か
る
の
？

○
震
度
４
以
上
の
地
震
情
報

○
大
雨
洪
水
警
報
な
ど
の
気
象
警
報
、
土

　

砂
災
害
警
戒
情
報

○
ダ
ム
放
流
な
ど
の
河
川
情
報

○
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
不
審
者
情
報

○
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
の
所
在
不
明
事

　

案
に
伴
う
協
力
依
頼

○
振
り
込
め
詐
欺
や
車
上
狙
い
な
ど
犯
罪

　

発
生
情
報

○
ひ
き
逃
げ
や
大
規
模
交
通
事
故
な
ど
の

　

交
通
情
報

○
そ
の
他
、
市
か
ら
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い

　

た
だ
き
た
い
情
報

●
お
金
は
か
か
る
の
？

○
情
報
提
供
料
は
｢無
料
｣で
す
が
、
空
メ

　

ー
ル
送
信
時
や
情
報
受
信
時
の
パ
ケ
ッ

　

ト
代
金
が
か
か
り
ま
す
。
(1
件
に
つ

　

き
1
〜
２
円
程
度
)

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
防
災
係

　
　
　

(２
３
)１
１
１
１

二次元
バーコード

①わが身と家族の安全を確保しましょう
②まわりの状況を確かめ、落ち着い
　て行動しましょう
③グラッときたら火の始末　
④戸を開けて出口の確保をしましょう
⑤外へ逃げるときは頭に注意
⑥狭い路地、塀ぎわ、がけや川べり
　に近寄らない
⑦山崩れ・がけ崩れに注意
⑧避難は徒歩で、持ち物は最小限に
⑨みんなが協力し合って応急救護を
　しましょう
⑩正しい情報を聞いて行動しましょう

防災の心得 10カ条防災の心得 10カ条

災
害
時
の
連
絡
手
段

｢大
田
原
市
安
全
安
心
メ
ー
ル
｣の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
！

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
守
り
ま
し
ょ
う

●
自
主
防
災
組
織

●
防
災
訓
練

家
族
で
決
め
よ
う
連
絡
ル
ー
ル

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
・
伝
言
板

m
ail@
ohtaw

ara-anzen.jp
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